
シチズングループでは、2003年から、さまざまな部品の製

造工程で使用していた塩素系有機溶剤や代替フロン（HCFC

類）の使用量削減に取り組み、工程ごとに最適な代替品の調

査を進め、生産工程の変更や新規設備を導入してきました。

2005年度に全廃をめざしていたジクロロメタンについては、

シチズンミヨタにおいて品質確保のため、やむを得ず使用し

ていましたが、洗浄方式の変更と新洗浄装置を導入したことで

2008年4月に全廃することができました。

現在、シチズングループでは、シアン化合物の代替化を重点

施策として推進しています。また、グループ各社では実情に応じ

た削減活動、たとえばシチズン時計の「2008年中の一次電池

の無水銀化」をはじめ、各社が具体的な目標を掲げて活動に取

り組んでいます。

PRTR物質の届出はグループ各社ごとに行っています。

2007年度のシチズングループ全体の届出物質は下表のよう

になりました。

届出物質の種類は、2007年度に7物質から6物質とな

り、取扱量は2006年度の47トンから41トンになり、前年比

13％削減しました。

また、排出・移動量は、2003年度の351トンから2007年度

は28トンへと、92％削減しました。
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環境配慮型製品を提供するシチズングループは、
製造工程でも有害化学物質の全廃、削減をめざしています。

有害化学物質の削減

シチズングループは、化学物質管理の重点施策として

「シアン化合物の代替化の推進」を掲げ、シアン削減活動

を展開しています。シアンは青酸として知られる物質で、表

面処理やメッキ処理に有用な物質である一方、高い毒性を

有しています。

シチズンセイミツでは、時計部品のバリ（素材の残材部

分）や表面の汚れを除去するために、また自動車部品に光

沢を付与するために使用する小さな銅ボールを溶解除去

する工程、および時計部品や外装部品のメッキ処理の前に

皮膜を除去する工程でシアンを使用しています。

2007年度は、シアン代替物の調査と代替の可能性を実

証する実験を行い、国内工場のメッキ処理前工程では代替

化を完了しました。海外工場では、代替物の絞り込みと加工

の条件設定を終え、今後実証実験を開始していきます。一

方、銅ボールの溶解除去工程での代替化は実験段階です

が、2008年度中に終了す

る計画です。

この代替化対策により、

2008年度末の総使用量

は2006年度の4,508kg

に対して85％の削減を見

込んでいます。

シチズンセイミツ事例紹介

シアン使用量削減活動

※ PRTR法：有害性のある化学物質がどのような発生源からどれくらい環境
中に排出されたか、あるいは廃棄物に含まれて事業所の外に運び出され
たかというデータを、国、事業者などの機関が把握・集計・公表する法律（化
学物質排出把握管理促進法）

代替実験装置

ここ数年、企業が不祥事によってステークホルダーの信

頼を失うケースが相次ぎ、改めてＣＳＲ(企業の社会的責

任)の重要性が喚起されております。ＣＳＲとは平たく言え

ば企業が社会から信頼されているかどうかを測る「ものさ

し」と言えるでしょう。

シチズングループはその名に因んで「市民に愛され市

民に貢献する」を企業理念に掲げ、「ミクロの世界で培われ

た高精度の技術力」をコアに堅実なものづくりグループと

しての実績を上げてきました。特集「事業」と「品質」ではグ

ループ各社の事業内容や現在の取り組み状況をＣＳＲの視

点から具体的に報告していて説得力があり、全員参加型の

ＣＳＲをめざす意気込みも伝わってきます。

時代と共に移り変わるＣＳＲの定義や範囲ですが、最近は

「ワークライフバランス」の重要性が注目され、男女を問

わず従業員の働きやすい、風通しの良い職場が企業価値

の向上、少子化対策、多様性の確保に貢献することが再認

識されています。その点でも、育児・看護休職制度やプール

休暇の２時間単位取得をはじめきめ細かな制度が機能して

おり、取得率の上昇もみられます。

環境面では、製品の高品質を保持しつつ、生産と製品の

両面から環境負荷を如何に押さえ込むかを各段階で検討

し、目標を数値化して見直しと修正を実施しており、適所に

海外も含めた事例紹介もあって、その取り組みが確実にグ

ループ間で機能していることが感じられました。

ただ、コンプライアンス、リスクマネージメント、顧客満足

度、ダイバーシティ等々多様なＣＳＲ活動で、文章に記され

た内容がどれだけ実態を反映しているかという観点からみ

て、各部門における課題の「目標」と「達成結果」を一覧表

などで見やすく提示すれば、より理解が進むのではないか

と思われます。その意味からもグループを横断した諸活動

の経年比較などが報告書に盛り込まれるよう期待したいと

ころです。

CSR報告書は、活動の報告だけでなく、企業理念実現の

ための計画、実行、検証、改善と理念の再確認という一連の

取組み(PDCA)に対するコミットメントの発信ともいえま

す。そのような視点から意見を述べます。

１．評価したい点

随所に、「『市民に愛され市民に貢献する』という企業理

念のもと」という記述が見られ、事業活動すべてが企業理

念に基づいていることが強調されています。また、全員参

加での理念実現のために、体制整備、従業員の意識把握、

教育研修と対話、風通しの良い風土づくり等、さまざまな取

組みを行っており、「人」を大切にしていることが伺えます。

環境経営でも、企業理念のもと、2025年、2010年を

目指した長期ビジョン、計画を策定し、それを基に今年度

の取組みと評価を行い、次年度の目標につなげるという

PDCAに沿った取組みが報告されています。また、昨年報

告された地下水汚染のその後の対応や、廃液漏洩事故と

いったマイナス情報もきちんと報告されており、評価でき

ます。

２．一層の努力や改善を求めたい点

環境関連を除くと、全体的にPD(計画、実行)の報告にと

どまっており、CA(検証、改善)の報告につなげることが今

後の課題といえます。昨年の報告書では、企業行動憲章に

即した部門別実践目標の取組み状況の表が掲載されてい

ましたが、今年はなくなってしまい残念です。

また、海外グループと一体となったCSRへの取組みが

益々重要になっている現在、売上げ、従業員数とも60％以

上が海外というグローバル企業として、海外での課題や取

組みに関する情報がもっと欲しいところです。

３．今後への期待

今後は、社会の持続性に貢献する事業活動が、企業の持

続性、競争力にとって重要となります。「市民に愛され市民

に貢献する」ため、気候変動といった世界の重要課題の解

決に貢献する取組みを展開されることを期待します。
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